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主　な　内　容

２頁　副議長を選出

　　　可決した主な議案

　　　請願の結果

３頁　６月定例会を振り返って 会派の意見

４頁　生活排水対策の方向性

　　　森林資源の有効活用

５頁　平成28年熊本地震に学ぶ

　　　休憩室

６頁　政務活動費の執行状況

７頁　委員会の活動、意見書

８頁　議員名簿

第28回浦戸湾・七河川一斉清掃（鏡川）

※この市議会だよりは、再生紙を使用しています。

月
定
例
会
（
第
４
５
６
回
）
を
６
月
９
日
か
ら
23
日
ま
で
の
15

日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
日
に
は
、
市
長
が
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
25
件
の
議
案
に

つ
い
て
提
案
理
由
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
続
い
て
、
副
議
長
の
辞
職

に
伴
う
選
挙
を
行
い
、
副
議
長
に
長
尾
和
明
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

２
日
目
に
は
４
つ
の
常
任
委
員
会
と
議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
を
選

任
し
ま
し
た
。

　

15
日
か
ら
20
日
ま
で
の
個
人
質
問
に
は
19
人
（
う
ち
10
人
が
一
問

一
答
方
式
を
選
択
）
が
立
ち
、
健
康
福
祉
行
政
、
防
災
対
策
、
教
育

行
政
、
商
工
観
光
行
政
等
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
質
問
最
終
日
に
は
、
市
長
か
ら
新
庁
舎
建
設
工
事
に
関
わ

る
請
負
契
約
締
結
議
案
が
４
件
追
加
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
提
出
議
案　

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
議
案
な
ど
、
29
件
の
議
案
を
全
て
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
監
査
委
員
お
よ
び
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
議
案
な
ら
び
に
人
権
擁
護
委
員
推
薦
に
つ
い
て
の
諮
問
議

案
の
３
件
が
追
加
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
同
意
ま
た
は
異
議
な
き
旨

答
申
し
ま
し
た
。

　

議
員
提
出
議
案
等　

防
災
・
減
災
対
策
に
対
す
る
財
政
支
援
の
継

続
等
を
求
め
る
意
見
書
議
案
な
ど
12
件
の
議
案
を
提
出
し
、
う
ち
８

件
を
可
決
し
ま
し
た
。

６
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６月定例会
で可決した 主な議案

○手数料並びに延滞金条例の一部改正議案
　　建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律の施行

に伴い、同法関係手数料を新設するため、条例の一部を改
正するもの。

○幼保連携型認定こども園の設備及び運営に関する基準を定
める条例の一部改正議案

　　幼保連携型認定こども園の学級の編制、職員、設備及び
運営に関する基準の一部を改正する命令の施行に伴い、同
園の職員の数等に係る特例を定めるため、条例の一部を改
正するもの。

○学校支援地域本部事業推進委員会条例制定議案
　　学校支援地域本部事業を円滑に実施するため、標記委員

会を設置することについて条例を制定するもの。

○新庁舎建設に係る工事請負契約締結議案（４件）
　　標記工事について、本体は 104億 4, 036万円、電気設備

は22億 5, 072万円、空調設備は12億 1, 662万円、衛生設備
は６億 1, 641万円で、それぞれ請負契約を締結しようとす
るもの。

○第二期中心市街地活性化基本計画策定検討委員会条例制定
議案

　　中心市街地の都市機能の増進および経済活力の向上を総
合的かつ一体的に推進する標記計画を策定するため、標記
委員会を設置することについて、条例を制定するもの。

○デジタル固定系防災行政無線整備工事請負契約締結議案
　　標記工事について、価格３億 1, 914万 9, 720円で請負契

約を締結しようとするもの。

　

選
挙
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

長
尾　

和
明
（
市
民
ク
ラ
ブ
）
27
票

下
本　

文
雄
（
日
本
共
産
党
）
７
票

常
任
委
員
会
委
員
・

議
会
運
営
委
員
会
委
員
決
ま
る

　

定
例
会
２
日
目
の
10
日
に
、
総
務
、

建
設
環
境
、
厚
生
、
経
済
文
教
の
各

常
任
委
員
会
委
員
（
８
ペ
ー
ジ
に
掲

載
）
と
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
選

任
を
行
い
ま
し
た
。

　

円
滑
な
議
会
運
営
の
た
め
に
議
事

の
順
序
等
を
協
議
す
る
議
会
運
営
委

員
会
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
◎
委
員
長　

○
副
委
員
長
）

広
報
委
員
会
委
員

　

議
会
だ
よ
り
の
編
集
等
の
役
割
を

担
う
広
報
委
員
会
委
員
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◎
伊
藤　

弘
幸　

○
浜
口　

卓
也

　

浜
口
佳
寿
子　
　

岡
﨑　

邦
子

　

清
水
お
さ
む

人
事
議
案
　

　

定
例
会
最
終
日
の
23
日
に
、
市
長

か
ら
監
査
委
員
お
よ
び
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
議
案
、

人
権
擁
護
委
員
推
薦
に
つ
い
て
の
諮

問
議
案
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
同

意
ま
た
は
異
議
な
き
旨
答
申
し
ま
し

た
。

監
査
委
員

　

岡
﨑　

邦
子　
　

藤
原　
　

敏

　

吉
永　

哲
也

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　

森
澤　

博
之

人
権
擁
護
委
員

　

井
上　

博
子　
　

近
藤　

啓
明

　

野
村
ひ
と
み　
　

藤
本　

智
子

　

森
澤　

由
喜

審
議
日
程
（
６
月
定
例
会
）

９
日　

開
会

　

市
長
提
出
議
案
提
案
理
由
説
明

　

副
議
長
選
挙

10
日　

常
任
・
議
会
運
営
委
員
会
委

員
の
選
任

15
日　

個
人
質
問

　
　

は
た　
　

愛
（
日
本
共
産
党
）

　
　

吉
永　

哲
也
（
新
風
ク
ラ
ブ
）

　
　

寺
内　

憲
資
（
公　

明　

党
）

　
　

近
藤　
　

強
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
　

川
村　

貞
夫
（
新
こ
う
ち
未
来
）

16
日

　
　

迫　
　

哲
郎
（
日
本
共
産
党
）

　
　

岡
﨑　

邦
子
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
　

伊
藤　

弘
幸
（
公　

明　

党
）

　
　

浜
口
佳
寿
子
（
日
本
共
産
党
）

　
　

細
木　
　

良
（
日
本
共
産
党
）

17
日

　
　

下
元　

博
司
（
日
本
共
産
党
）

　
　

山
根　

堂
宏
（
公　

明　

党
）

　
　

近
森　

正
久
（
み
ど
り
の
会
）

　
　

大
久
保
尊
司
（
公　

明　

党
）

　
　

戸
田　

二
郎
（
新
こ
う
ち
未
来
）

20
日

　
　

水
口　

晴
雄
（
新
風
ク
ラ
ブ
）

　
　

田
鍋　
　

剛
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
　

浜
口　

卓
也
（
新
こ
う
ち
未
来
）

　
　

氏
原　

嗣
志
（
新
こ
う
ち
未
来
）

　

追
加
議
案
提
案
理
由
説
明

21
日　

常
任
委
員
会

23
日　

常
任
委
員
長
報
告　

討
論

　

採
決

　

人
事
議
案
提
案
理
由
説
明　

採
決

　

閉
会

副議長を選出
　

６
月
定
例
会
初
日
の
９
日
に
、
田
鍋
剛
副
議
長
が
副
議
長
を

辞
職
し
た
こ
と
に
伴
い
、
後
任
の
副
議
長
を
決
め
る
選
挙
を
行

い
ま
し
た
。

　

新
し
く
副
議
長
に
長
尾
和
明
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

副議長

長
なが

尾
お

　和
かず

明
あき

【 不採択 】
○中学校卒業までの

医療費無料化を求
める件

６月定例会で
結果の出た請願

◎
和
田　

勝
美　

○
岡
﨑　
　

豊

　

迫　
　

哲
郎　
　

深
瀬　

裕
彦

　

細
木　
　

良　
　

伊
藤　

弘
幸

　

浜
口　

卓
也　
　

清
水
お
さ
む



第　202　号　　平成28年９月１日 高知市議会だより

問
型
の
み
で
な
く
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
も
視
野
に
入
れ
た
本
市
版
ネ
ウ
ボ

ラ
構
想
の
推
進
を
促
し
た
。

　

田
鍋
剛
議
員
は
、
学
校
給
食
に
お

け
る
地
産
地
消
の
観
点
か
ら
、
平
成

30
年
度
実
施
予
定
の
中
学
校
給
食
用

の
米
を
全
量
高
知
市
産
に
す
べ
き
と

提
言
し
た
。
教
育
長
は
、
学
校
給
食

で
使
用
す
る
全
て
の
米
を
高
知
市
産

に
す
る
と
明
言
し
、
井
上
副
市
長
は
、

そ
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、
生
産
者

や
関
係
団
体
と
協
議
を
開
始
し
た
い

と
答
弁
し
た
。

日
本
共
産
党

道
の
駅
、
西
敷
地
の
暴
走
と
対
決

　

市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
へ
前
進

　

一
般
質
問
に
は
、
は
た
、
迫
、
浜

口
、
細
木
、
下
元
の
各
議
員
が
登
壇
。

　

大
企
業
の
税
逃
れ
を
許
さ
ず
、
消

費
税
の
増
税
延
期
に
伴
う
財
源
確
保

を
国
に
求
め
る
よ
う
指
摘
。
ま
た
、

国
の
介
護
保
険
、
国
民
健
康
保
険
改

悪
の
問
題
点
を
示
し
、
市
民
の
負
担

増
と
な
ら
な
い
取
り
組
み
を
求
め
た
。

　

新
図
書
館
西
敷
地
利
用
計
画
に
つ

い
て
、
拙
速
と
の
市
民
の
声
や
利
活

用
検
討
委
員
会
の
議
論
か
ら
、
地
域

懇
談
会
の
開
催
を
提
案
し
た
が
否
定

さ
れ
る
。
し
か
し
検
討
期
間
の
延
長

と
市
民
の
意
見
聴
取
を
約
束
さ
せ
た
。

　

浦
戸
「
道
の
駅
」
構
想
で
は
、
「

地
元
要
望
」
に
根
拠
が
な
い
こ
と
を

示
し
、
桂
浜
公
園
再
整
備
計
画
と
の

整
合
性
も
な
く
、
採
算
性
が
不
明
で
、

住
民
不
在
の
構
想
で
あ
る
と
指
摘
。

　

障
が
い
者
の
福
祉
施
策
拡
充
を
迫

り
、
人
工
内
耳
用
機
器
・
電
池
の
補

助
制
度
が
来
年
度
か
ら
導
入
へ
前
進
。

　

ま
た
、
待
機
児
童
解
消
策
と
し
て

保
育
の
質
を
低
下
さ
せ
る
国
の
規
制

緩
和
の
条
例
改
正
、
当
初
の
倍
に
膨

ら
み
、
さ
ら
な
る
増
額
が
想
定
さ
れ

る
新
庁
舎
建
設
工
事
請
負
契
約
締
結

議
案
に
対
し
、
下
本
議
員
が
反
対
討

論
。
改
憲
に
よ
る
合
区
解
消
、
日
米

地
位
協
定
の
見
直
し
等
の
意
見
書
の

討
論
を
岡
田
、
細
木
議
員
が
行
っ
た
。

新
風
ク
ラ
ブ

吉
永
・
水
口
議
員
が

　
　
　
　
　
　

一
般
質
問
に
登
壇
！

・
個
人
質
問　

吉
永
哲
也
議
員

　

わ
が
会
派
の
長
年
の
提
言
で
２
年

前
に
実
現
し
た
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の

稼
働
状
況
と
改
善
点
に
つ
い
て
た
だ

し
た
。
執
行
部
は
「
平
成
27
年
度
の

受
電
件
数
は
約
14
万
６
千
件
で
、
そ

の
う
ち
37
・
５
％
が
セ
ン
タ
ー
で
完

結
し
て
い
る
が
、
ま
だ
ま
だ
改
善
の

余
地
が
あ
り
、
業
務
受
託
者
と
の
協

議
を
重
ね
て
い
く
」
と
答
え
た
。

・
個
人
質
問　

水
口
晴
雄
議
員

　

国
の
規
制
改
革
実
施
計
画
の
中
で

検
討
課
題
と
な
っ
て
い
る
民
泊
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
、
本
市
の
旅
館
ホ
テ

ル
業
の
現
状
か
ら
当
面
は
必
要
な
い

の
で
は
な
い
か
と
の
質
問
に
、
市
長

は
「
外
国
人
観
光
客
数
の
状
況
等
か

ら
も
、
市
街
地
で
は
今
す
ぐ
必
要
で

は
な
い
。
条
例
規
制
は
国
の
動
向
を

踏
ま
え
研
究
す
る
」
と
答
え
た
。

・
今
議
会
の
冒
頭
で
議
会
人
事
が
あ

り
、
会
派
全
員
が
昨
年
度
と
同
じ
常

任
委
員
会
の
委
員
に
選
任
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
所
管
す
る
市
政
課
題

に
対
し
て
継
続
的
か
つ
、
よ
り
専
門

的
に
取
り
組
む
体
制
が
整
っ
た
。
ま

た
、
わ
が
会
派
所
属
の
竹
村
邦
夫
議

長
は
任
期
２
年
目
を
迎
え
る
が
、
こ

れ
ま
で
の
経
験
を
踏
ま
え
全
国
市
議

会
議
長
会
等
に
お
い
て
さ
ら
な
る
活

躍
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

公　

明　

党

防
災
力
向
上
と
重
点
課
題
の
推
進
を

　

生
活
者
の
視
点
で
具
体
的
な
提
言

　

寺
内
憲
資
議
員
は
、
指
定
管
理
者

審
査
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
議
案

に
つ
い
て
、
包
括
外
部
監
査
で
指
摘

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
市
の
外
郭
団
体

を
非
公
募
で
選
定
し
て
い
る
指
定
管

理
施
設
を
、
今
後
は
公
募
と
す
る
こ

と
に
つ
い
て
市
長
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

伊
藤
弘
幸
議
員
は
、
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
が
進
展
し

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
計
画
的
な
導

入
を
促
し
、
市
長
か
ら
、
計
画
を
立

て
全
セ
ン
タ
ー
へ
配
備
を
進
め
る
と

の
答
弁
を
得
ま
し
た
。
ま
た
、
自
主

防
災
組
織
の
組
織
率
向
上
の
た
め
の

新
た
な
取
り
組
み
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
根
堂
宏
議
員
は
、
消
費
税
率
引

き
上
げ
の
再
延
期
に
よ
る
政
策
・
施

策
推
進
へ
の
影
響
を
懸
念
。
ま
た
、

連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
の
形
成
と
事

業
推
進
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
つ
い
て
、

市
長
の
所
見
を
求
め
ま
し
た
。

　

大
久
保
尊
司
議
員
は
、
ま
だ
食
べ

ら
れ
る
食
料
を
捨
て
て
し
ま
う
「
食

品
ロ
ス
」
の
対
策
や
取
り
組
み
が
、

生
ご
み
な
ど
の
発
生
抑
制
や
焼
却
処

理
量
減
少
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

削
減
へ
の
啓
発
を
促
し
ま
し
た
。

新
こ
う
ち
未
来

個
人
質
問
に
は
、
氏
原
嗣
志
議
員
、

戸
田
二
郎
議
員
、
川
村
貞
夫
議
員
、

浜
口
卓
也
議
員
が
登
壇

　

氏
原
議
員
は
、
農
業
振
興
の
観
点

か
ら
農
業
レ
ン
タ
ル
ハ
ウ
ス
へ
の
固

定
資
産
税
優
遇
を
提
案
し
た
。
ま
た
、

浸
水
対
策
や
社
会
福
祉
法
人
理
事
会

評
議
員
会
制
度
改
正
へ
の
質
問
を
行

っ
た
。
戸
田
議
員
は
、
新
庁
舎
建
設

に
関
連
し
て
、
今
後
の
公
共
施
設
に

お
け
る
維
持
管
理
の
観
点
か
ら
、
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
・
モ
デ
リ
ン
グ
を
活
用
す
べ
き
と

提
案
し
た
。
ま
た
、
鏡
川
江
ノ
口
鴨

田
堰
な
ど
に
関
す
る
質
問
を
行
っ
た
。

川
村
議
員
は
、
森
林
資
源
活
用
の
観

点
か
ら
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
に

木
材
が
集
ま
り
に
く
い
こ
と
な
ど
の

現
状
の
課
題
を
示
し
た
。
浜
口
議
員

は
、
業
務
改
善
に
向
け
た
職
員
提
案

制
度
の
復
活
と
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
お
け
る
来
年
度
か
ら
の
体
制

に
つ
い
て
、
ま
た
、
北
七
ツ
淵
集
落

活
動
セ
ン
タ
ー
や
高
知
竹
材
セ
ン
タ

ー
に
関
す
る
質
問
を
行
っ
た
。

み
ど
り
の
会

近
森
議
員
が
市
政
を
変
え
て
い
く

日
曜
市
の
新
規
出
店
13
軒
が
決
定
に
。

競
輪
場
包
括
委
託
５
年
間
で
15
億
円
。

ふ
る
さ
と
納
税
が
３
億
５
千
万
円
に
。

犬
猫
の
殺
処
分
が
３
千
匹
の
減
少
に
。

違
法
な
キ
ャ
ッ
チ
撲
滅
運
動
始
ま
る
。

土
佐
山
小
中
一
貫
校
に
全
国
が
注
目
。

浦
戸
長
浜
道
の
駅
経
営
計
画
に
反
対
。

市
職
員
の
無
駄
な
残
業
手
当
を
監
視
。

市
民
ク
ラ
ブ

国
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ

　

市
民
を
守
り
、
市
民
と
共
に
が

　
　

わ
が
会
派
の
立
ち
位
置
で
す
！

　

近
藤
強
議
員
は
、
国
は
、
知
恵
を

出
し
た
自
治
体
に
は
金
を
出
す
と
煽あ

お

り
な
が
ら
、
金
を
出
す
か
出
さ
な
い

か
は
政
府
と
官
僚
に
よ
る
と
し
て
、

交
付
金
の
中
央
集
権
化
に
戻
そ
う
と

し
て
お
り
、
予
算
も
大
幅
に
減
額
し
、

半
分
を
自
治
体
に
負
担
さ
せ
る
な
ど
、

本
気
で
地
方
の
こ
と
を
考
え
て
い
る

と
は
到
底
思
え
な
い
と
国
の
地
方
創

生
事
業
の
欺ぎ

瞞ま
ん

に
つ
い
て
た
だ
し
た
。

　

岡
﨑
邦
子
議
員
は
、
子
ど
も
の
貧

困
の
視
点
か
ら
、
本
市
中
学
生
の
就

学
援
助
率
が
高
い
た
め
、
就
学
援
助

制
度
の
目
的
に
沿
う
よ
う
支
給
項
目

の
拡
大
と
、
入
学
準
備
金
の
支
給
時

期
の
５
月
か
ら
３
月
へ
の
前
倒
し
を

求
め
、
執
行
部
は
検
討
す
る
と
答
弁

し
た
。
ま
た
、
10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
産
後
ケ
ア
事
業
に
つ
い
て
は
、

母
親
の
孤
立
感
を
解
消
で
き
る
よ
う

全
員
を
対
象
と
す
る
と
と
も
に
、
訪

③

６月定例会を
振り返って

会派の意見
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問

本
市
の
生
活
排
水
対
策
の
基

本
的
な
考
え
方
を
聞
く
。

答

本
市
の
生
活
排
水
対
策
は
、

総
合
計
画
や
環
境
基
本
計
画
な
ど
の

上
位
計
画
を
踏
ま
え
、
国
か
ら
示
さ

れ
た
効
率
的
な
汚
水
処
理
整
備
の
た

め
の
都
道
府
県
構
想
策
定
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
参
考
に
、
平
成
23
年
度
に
策
定

し
た
高
知
市
生
活
排
水
処
理
構
想
に

よ
り
進
め
て
い
る
。

　

同
構
想
に
お
い
て
は
、
経
済
性
を

基
本
と
し
つ
つ
、
周
辺
環
境
へ
の
影

響
や
整
備
に
要
す
る
時
間
な
ど
を
考

慮
し
、
集
合
処
理
が
有
利
な
区
域
は

公
共
下
水
道
に
よ
る
面
的
整
備
を
行

い
、
既
に
合
併
処
理
浄
化
槽
の
整
備

が
進
ん
で
い
る
地
区
や
公
共
下
水
道

の
整
備
に
20
年
以
上
の
期
間
を
要
す

る
地
区
、
水
質
保
全
の
上
で
生
活
排

水
処
理
を
急
ぐ
地
区
は
、
合
併
処
理

浄
化
槽
の
促
進
区
域
と
し
て
区
分
け

を
し
て
い
る
。

問

人
口
減
社
会
の
到
来
等
を
踏

ま
え
、
今
後
ど
の
よ
う
に
生
活
排
水

対
策
を
進
め
る
の
か
聞
く
。

答

本
市
で
は
、
平
成
23
年
度
に

策
定
し
た
下
水
道
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
に

お
い
て
、
人
口
推
計
や
厳
し
い
財
政

状
況
な
ど
の
下
水
道
を
取
り
巻
く
社

会
情
勢
の
変
化
や
、
今
後
の
整
備
に

要
す
る
期
間
、
鏡
川
の
水
質
保
全
の

観
点
な
ど
を
検
討
し
、
生
活
排
水
対

策
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
結
果
、
比
較
的
合
併
処
理
浄

化
槽
の
多
い
地
域
、
約
５
３
３
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
合
併
処
理
浄
化
槽
促
進
地

域
へ
転
換
し
、
下
水
道
計
画
区
域
を

現
在
の
４
７
４
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
し

た
。

　

ま
た
、
今
後
10
年
程
度
で
の
汚
水

処
理
施
設
の
概
成
に
向
け
、
人
口
減

少
等
や
地
域
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
下

水
道
や
合
併
処
理
浄
化
槽
等
の
整
備

区
域
の
す
み
分
け
を
再
検
討
し
た
新

し
い
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
す

る
中
で
、
適
切
な
生
活
排
水
対
策
の

あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

問

市
民
が
利
用
し
や
す
い
合
併

処
理
浄
化
槽
の
設
置
等
に
係
る
補
助

制
度
の
実
施
に
つ
い
て
聞
く
。

答

補
助
制
度
に
つ
い
て
は
、
平

成
25
年
度
に
制
度
の
見
直
し
を
行
い
、

従
来
の
新
築
・
増
改
築
に
伴
う
設
置

補
助
か
ら
、
単
独
処
理
浄
化
槽
と
く

み
取
り
を
合
併
処
理
浄
化
槽
に
転
換

す
る
た
め
の
制
度
に
移
行
し
た
。

　

現
行
の
制
度
は
、
５
人
槽
の
場
合

に
は
国
等
の
設
置
補
助
33
万
２
０
０

０
円
に
加
え
、
単
独
処
理
浄
化
槽
撤

去
補
助
９
万
円
と
市
単
独
の
配
管
補

助
９
万
円
お
よ
び
く
み
取
り
撤
去
補

助
３
万
円
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
合
併
処
理
浄
化
槽

へ
の
転
換
も
増
加
し
て
い
る
が
、
転

換
を
よ
り
促
進
し
、
そ
の
意
欲
を
高

め
る
政
策
誘
導
を
行
う
た
め
、
現
在

策
定
中
の
次
期
鏡
川
清
流
保
全
基
本

計
画
に
お
い
て
、
河
川
の
水
質
保
全

の
観
点
か
ら
鏡
川
上
流
域
で
の
浄
化

槽
に
係
る
新
築
補
助
等
の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
と
と
も
に
、

中
核
市
６
市
で
実
施
さ
れ
て
い
る
保

守
点
検
や
法
定
検
査
の
維
持
管
理
費

に
対
す
る
補
助
制
度
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
く
。

問

上
下
水
道
の
管
路
の
老
朽
化

対
策
に
つ
い
て
聞
く
。

答

現
在
、
下
水
道
管
路
の
老
朽

化
対
策
は
、
緊
急
的
な
修
繕
が
必
要

な
箇
所
に
つ
い
て
順
次
修
繕
工
事
を

行
う
事
後
対
応
型
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
今
後
は
老
朽
管
路
が
増
大

し
て
く
る
こ
と
か
ら
、
予
防
保
全
の

観
点
か
ら
、
水
道
事
業
で
は
高
知
市

水
道
事
業
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

計
画
や
高
知
市
水
道
事
業
南
海
地
震

対
策
基
本
計
画
に
基
づ
き
計
画
的
な

管
路
の
敷
設
替
え
を
進
め
、
下
水
道

事
業
で
は
本
年
度
か
ら
国
の
定
め
る

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
の
策

定
に
着
手
し
、
計
画
的
な
更
新
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

　

県
域
の
84
％
・
市
域
の
56
％
を
森

林
が
占
め
る
本
県
、
本
市
に
と
っ
て
、

森
林
資
源
を
有
効
に
活
用
し
て
い
く

こ
と
は
重
要
な
課
題
で
す
。

　

し
か
し
、
森
林
の
大
半
を
有
す
る

中
山
間
地
域
は
、
高
齢
化
や
人
口
減

少
な
ど
厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て
お

り
、
新
た
な
産
業
お
こ
し
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
に
、
原
木

生
産
か
ら
木
材
加
工
・
流
通
ま
で
が

一
体
と
な
り
、
地
域
の
多
様
な
資
源

を
融
合
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
事
業

や
産
業
を
持
続
的
に
生
み
出
そ
う
と

す
る
林
業
・
木
材
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー

の
形
成
が
あ
り
ま
す
。

問

県
産
木
材
の
販
路
拡
大
に
つ

い
て
聞
く
。

答

県
産
木
材
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

は
、
㈳
高
知
県
木
材
協
会
と
県
内
製

材
業
者
で
組
織
さ
れ
た
土
佐
材
流
通

促
進
協
議
会
が
中
心
と
な
り
、
新
国

立
競
技
場
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
公
共
施
設
や
民
間
建
築
物
で
の

活
用
を
含
め
、
多
方
面
で
県
産
木
材

の
販
路
拡
大
の
た
め
の
外
商
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
直
交
集
成
材
）

に
つ
い
て
も
、
国
会
議
員
の
議
員
連

盟
が
設
立
さ
れ
る
な
ど
の
環
境
整
備

が
整
っ
た
こ
と
か
ら
、
普
及
促
進
に

弾
み
が
つ
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問

木
材
団
地
で
稼
働
し
て
い
る

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
で
使
用
す

る
木
材
に
つ
い
て
聞
く
。

答

同
発
電
所
は
、
こ
れ
ま
で
山

林
に
放
置
さ
れ
て
き
た
未
利
用
材
等

を
専
用
燃
料
と
し
て
使
用
す
る
も
の

で
、
丸
太
を
燃
料
用
チ
ッ
プ
化
す
る

施
設
を
併
設
し
た
全
国
初
の
発
電
所

で
あ
る
。

　

こ
の
発
電
所
で
使
用
す
る
燃
料
木

材
は
、
国
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

固
定
価
格
買
取
制
度
の
設
備
認
定
を

受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
間
伐
材
を

由
来
と
す
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
認

定
を
受
け
た
木
材
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
し
か
し
、
認
定
を
行
う
高
知

県
森
林
組
合
連
合
会
等
の
団
体
に
加

入
し
て
い
な
い
小
規
模
な
林
業
経
営

者
は
認
定
を
受
け
ら
れ
な
い
た
め
、

発
電
用
燃
料
木
材
を
出
荷
で
き
な
い

状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
本
年
７
月
か
ら
、
小

規
模
な
林
業
経
営
者
に
対
し
、
市
域

内
の
山
林
で
間
伐
に
よ
っ
て
生
産
さ

れ
た
木
材
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
場
合
に
、
本
市
が
代
行
し
て
証
明

を
行
う
制
度
を
開
始
す
る
予
定
で
あ

る
。
こ
の
代
行
証
明
に
よ
り
、
搬
出

間
伐
の
担
い
手
を
広
げ
、
本
市
の
林

業
振
興
に
つ
な
げ
て
い
く
。

問

今
後
、
森
林
資
源
の
利
用
拡

大
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
の
か
聞
く
。

答

現
在
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
用

の
木
材
は
一
定
流
通
し
て
い
る
が
、

建
築
関
係
の
木
材
の
動
き
は
鈍
い
と

感
じ
て
い
る
。

　

原
木
生
産
地
で
は
、
高
知
市
森
林

組
合
と
連
携
し
た
効
率
的
な
作
業
道

の
開
設
に
取
り
組
み
、
消
費
・
流
通

の
部
分
で
は
Ｃ
Ｌ
Ｔ
や
集
成
材
の
普

及
促
進
に
向
け
て
、
県
や
木
材
団
地

等
と
連
携
し
、
木
材
産
業
ク
ラ
ス
タ

ー
形
成
を
図
っ
て
い
く
。

生
活
排
水
対
策
の
方
向
性

森
林
資
源
の
有
効
活
用

市
民
が
親
し
め
る
水
辺
空
間
の
保
全
に
向
け
て
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平
成
28
年
熊
本
地
震
に
学
ぶ

　

新
緑
薫
る
５
月
11
日
に
、
武
市

瑞
山
（
通
称
半
平
太
）
の
１
５
１

年
例
祭
に
参
列
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。

　

例
祭
式
の
後
、
瑞
山
を
し
の
ぶ

大
勢
の
方
々
の
前
で
、
記
念
講
演
、

詩
吟
、
迫
力
あ
る
居
合
抜
き
や
詩

舞
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
地
元
の

保
育
園
児
た
ち
が
真
剣
に
楽
器
の

演
奏
を
奉
納
す
る
姿
は
と
て
も
印

象
的
で
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
を
大
変
頼
も
し
く

感
じ
た
。

　

武
市
瑞
山
は
土
佐
勤
王
党
の
盟

主
と
し
て
、
国
を
改
革
し
て
い
こ

１
５
０
年
、
龍
馬
没
後
１
５
０
年

な
ど
の
記
念
行
事
が
あ
り
、
平
成

30
年
に
は
明
治
維
新
１
５
０
年
と
、

歴
史
を
中
心
に
し
た
博
覧
会
の
開

催
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
単
発
で
な

く
関
連
付
け
て
、
私
た
ち
一
人
一

人
が
あ
っ
た
か
土
佐
の
お
も
て
な

し
で
高
知
の
魅
力
を
さ
ら
に
全
国

に
発
信
し
、
年
齢
層
を
問
わ
ず
多

く
の
方
々
に
『
土
佐
の
高
知
』
に

足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
魅
力
を

感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い

る
。

（
議
会
広
報
委
員　

伊
藤
弘
幸
）

う
と
い
う
強
い
志
と
正
義
感
を
持

ち
、
そ
の
実
直
な
性
格
は
自
由
奔

放
な
龍
馬
と
は
正
反
対
で
あ
り
な

が
ら
も
、
龍
馬
の
良
き
理
解
者
だ

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

日
本
を
よ
り
良
く
し
た
い
と
い

　
　

 

う
土
佐
の
偉
大
な
先
人
達
の
大
い

な
る
志
を
、
子
ど
も
た
ち
の
世
代

に
受
け
継
い
で
も
ら
い
た
い
と
願

わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
県
市
連
携
の
取
り

組
み
と
し
て
、
来
年
は
大
政
奉
還

　

本
年
４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震

は
、
多
く
の
犠
牲
者
が
出
る
深
刻
な

災
害
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
震
度

７
の
非
常
に
強
い
揺
れ
が
短
期
間
に

２
度
発
生
し
た
こ
と
に
よ
り
、
家
屋

の
倒
壊
が
数
多
く
発
生
す
る
な
ど
、

家
屋
倒
壊
の
危
険
性
が
再
認
識
さ
れ

ま
し
た
。

　

次
期
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
お
い
て

も
、
相
当
規
模
の
余
震
が
頻
発
す
る

可
能
性
が
あ
る
た
め
、
住
宅
の
耐
震

化
を
加
速
化
さ
せ
る
な
ど
の
対
応
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

問

旧
耐
震
基
準
で
建
築
さ
れ
た

木
造
住
宅
の
戸
数
と
耐
震
化
率
、
耐

震
改
修
の
補
助
内
容
に
つ
い
て
聞
く
。

答

本
市
に
お
い
て
、
昭
和
56
年

５
月
以
前
に
建
築
に
着
手
さ
れ
た
旧

耐
震
基
準
に
よ
る
木
造
住
宅
は
、
平

成
25
年
度
に
実
施
さ
れ
た
国
の
調
査

を
基
に
し
た
推
計
で
約
３
万
７
千
棟
、

耐
震
化
率
は
27
年
度
末
で
62
％
と
な

っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
旧
耐
震
基
準
に
よ
る
木
造

住
宅
へ
の
耐
震
診
断
を
実
施
し
た
結

果
、
一
定
の
基
準
に
満
た
な
い
場
合

は
、
１
棟
当
た
り
の
耐
震
改
修
に
か

か
る
設
計
費
に
20
万
５
千
円
、
改
修

工
事
費
に
92
万
５
千
円
を
、
そ
れ
ぞ

れ
上
限
額
と
し
て
助
成
し
て
い
る
。

問

住
宅
耐
震
化
率
の
向
上
に
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
聞
く
。

答

本
市
で
は
、
平
成
28
年
度
か

ら
の
３
年
間
に
、
毎
年
６
０
０
件
の

木
造
住
宅
を
耐
震
化
す
る
こ
と
を
目

標
に
し
て
い
る
。

　

現
在
、
耐
震
化
を
進
め
る
上
で
支

障
と
な
っ
て
い
る
住
宅
所
有
者
の
経

済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
本
年

10
月
か
ら
、
耐
震
改
修
の
設
計
費
や

工
事
費
の
補
助
金
を
本
市
か
ら
直
接

事
業
者
に
支
払
う
代
理
受
領
制
度
を

実
施
す
る
。

　

ま
た
、
耐
震
診
断
を
受
け
て
い
な

い
旧
耐
震
基
準
の
住
宅
所
有
者
に
対

し
て
は
、
個
別
訪
問
に
よ
り
耐
震
改

修
の
必
要
性
の
説
明
を
行
い
、
耐
震

診
断
を
無
料
で
受
け
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
耐
震
改
修
工
事
を
促
進
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

本
市
は
、
熊
本
地
震
の
発
生
直
後

の
４
月
16
日
に
高
知
県
緊
急
消
防
援

助
隊
の
隊
員
24
名
を
派
遣
し
た
後
、

避
難
所
の
活
動
支
援
や
被
災
建
築
物

の
応
急
危
険
度
判
定
、
給
水
活
動
支

援
な
ど
、
延
べ
３
７
０
人
余
り
の
職

員
を
派
遣
し
、
積
極
的
な
支
援
を
行

い
ま
し
た
。

問

熊
本
地
震
の
現
場
で
得
た
、

本
市
の
課
題
等
に
つ
い
て
聞
く
。

答

本
市
職
員
は
、
現
地
に
お
い

て
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
活
動
に
携
わ
っ

た
が
、
被
災
時
の
災
害
対
応
を
被
災

自
治
体
の
職
員
の
み
で
速
や
か
に
行

う
こ
と
は
難
し
い
と
感
じ
た
。

　

特
に
、
災
害
対
策
本
部
が
初
動
段

階
で
混
乱
し
、
情
報
収
集
体
制
や
避

難
所
運
営
、
支
援
物
資
の
受
け
入
れ

な
ど
に
適
切
な
人
員
配
置
が
で
き
て

い
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
は
、
一
つ
一

つ
検
証
し
、
検
討
を
加
え
る
必
要
が

あ
る
。

　

ま
た
、
今
回
の
教
訓
も
生
か
し
な

が
ら
、
事
前
の
対
策
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
現
在
策
定
中
の
業
務
継
続

計
画
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
南
海

ト
ラ
フ
地
震
に
お
け
る
迅
速
な
復
旧・

復
興
に
結
び
付
け
た
い
。

問

熊
本
地
震
で
は
福
祉
避
難
所

が
課
題
と
な
っ
た
が
、
本
市
の
状
況

を
聞
く
。

答

現
在
、
本
市
で
は
33
か
所
の

福
祉
避
難
所
を
指
定
し
て
お
り
、
収

容
可
能
人
数
は
３
８
０
０
人
余
り
と

な
っ
て
い
る
が
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震

で
は
最
大
１
万
人
の
要
支
援
者
が
避

難
所
に
避
難
す
る
と
想
定
さ
れ
て
い

る
た
め
、
今
後
も
指
定
拡
充
を
図
る

必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
熊
本
地
震
の
教
訓
と
し
て
、

福
祉
避
難
所
を
支
え
る
支
援
者
の
確

保
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
、
広
域

的
な
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
交
通
手

段
の
確
保
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
、

多
様
な
ニ
ー
ズ
を
持
つ
被
災
者
に
き

め
細
か
く
対
応
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。

　

こ
の
た
め
、
福
祉
避
難
所
の
運
営

体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
、
運
営
に

関
す
る
指
針
を
策
定
し
、
施
設
ご
と

に
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
も
ら
う

よ
う
働
き
か
け
る
。

　

過
去
１
年
間
の
本
会
議（
定
例
会
）

に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配

信
し
て
い
ま
す
。

　

高
知
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
議
会

中
継
（
録
画
）
専
用
ペ
ー
ジ
に
入
る

と
視
聴
で
き
ま
す
。
会
議
日
や
質
問

議
員
名
、
発
言
内
容
の
語
句
等
か
ら

の
検
索
も
可
能
で
す
。

　

６
月
定
例
会
本
会
議
の
会
議
録
は

９
月
上
旬
に
で
き
る
予
定
で
す
。

　

本
町
仮
庁
舎
１
階
の
情
報
公
開
セ

ン
タ
ー
、
同
６
階
の
議
会
図
書
室
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
高
知
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
、
本
会
議
は
平
成
６
年
12
月
定
例

会
以
降
、
委
員
会
は
16
年
４
月
以
降

の
会
議
録
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

録
画
配
信（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

会
議
録
の
閲
覧

武市瑞山の思いにはせる

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え
て
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会派の構成と電話・FAX 番号
  市民クラブ（８人）☎ 823-9402　FAX 802-3055
  日本共産党（７人）☎ 823-9404　FAX 823-9558
  新風クラブ（７人）☎ 823-9401　FAX 871-2811
  公　明　党（６人）☎ 823-9403　FAX 871-2485
  新こうち未来（５人）☎ 823-9406　FAX 822-8119
  みどりの会（１人）☎ 823-9476　FAX 823-9350※

※議会事務局直通の FAX 番号です      

本会議、委員会の日程をお知らせしています
　市役所本庁舎の掲示板、高知市ホームページで本会議、
委員会の開催日程をお知らせしています。

市民と議会を結ぶ
《市議会ＦＡＸ・メール》

議会に対するご意見・ご要望をお寄せください
【　Ｆ　Ａ　Ｘ　】８２３－９３５０
【メールアドレス】kc-260100@city.kochi.lg.jp

１ 調 査 研 究 費　会派が行う市の事務および地方行財政等に関する調査研究（調査委託）に要する経費
２ 研　　修　　費　会派が研究会（研修会）を開催するため必要な経費
　 　　　　　　　　会派に所属する議員等が他の団体の開催する研究会（研修会）に参加するために要す
　 　　　　　　　　る経費
３ 要請・陳情活動費　政務活動として行う要請、陳情活動に要する経費
４ 会　　議　　費　政務活動として行う会議に要する経費
　 　　　　　　　　会派に所属する議員等が他の団体の開催する各種会議に参加するために要する経費
５ 資 料 作 成 費　政務活動のため必要な資料の作成に要する経費
６ 資 料 購 入 費　政務活動のため必要な資料等の購入に要する経費
７ 広 報 広 聴 費　政務活動、議会活動および市の政策について住民に報告・周知するために要する経費
　 　　　　　　　　会派が住民からの市政および会派の活動に対する要望、意見等を吸収するための会議
　 　　　　　　　　ならびに会派が行う住民相談等の活動に要する経費
８ 人　　件　　費　政務活動を補助する職員の雇用に要する経費
９ 事　務　諸　費　政務活動のため必要な消耗品の購入、事務機器の修理等に要する経費

支出項目の内容

　政務活動費は、議員が行う調査研究・その他の活動のために必要な経費の一部として、各会派に交付されるものです。
　交付額は、会派所属議員１人につき月額10万円です。
　政務活動費の執行状況は、次のとおりです。関係書類は、議会図書室でどなたでも閲覧できます。詳しくは議会事務局
までお問い合わせください。（☎ 823－9400）

平成27年度の政務活動費の執行状況をお知らせします

　 　 　 　 　 会 　 派 
項　目

市民クラブ
（８人）

日本共産党
（７人）

新風クラブ
（７人）

公　明　党
（６人）

新こうち未来
（５人）

みどりの会
(１人) 合　計

収　

入

交 付 額 8,800,000  7,700,000  7,700,000  6,600,000  5,500,000  1,100,000  37,400,000  
利 息 117  180  233  305  184  31  1,050  

計 8,800,117  7,700,180  7,700,233  6,600,305  5,500,184  1,100,031  37,401,050  

支　
　
　
　

出

１ 調 査 研 究 費 2,627,622  644,470  1,981,854  1,502,636  1,282,585  649,380  8,688,547  
２ 研 　 修 　 費 509,638  1,619,368  36,920  1,754,894  2,000  0  3,922,820  
３ 要請･陳情活動費 0  0  0  0  0  0  0  
４ 会 　 議 　 費 0  0  0  0  0  0  0  
５ 資 料 作 成 費 0  0  0  1,038  0  0  1,038  
６ 資 料 購 入 費 877,634  621,845  110,360  509,180  441,667  111,307  2,671,993  
７ 広 報 広 聴 費 282,751  2,088,428  2,805,012  612,309  2,124,847  0  7,913,347  
８ 人 　 件 　 費 0  0  0  0  0  0  0  
９ 事 務 諸 費 876,599  507,380  792,153  1,202,762  684,063  89,585  4,152,542  

計 5,174,244  5,481,491  5,726,299  5,582,819  4,535,162  850,272  27,350,287  

政務活動費返還額 ※ 3,625,873  2,218,689  1,973,934  1,017,486  965,022  249,759  10,050,763  

（単位　円）
政　務　活　動　費　収　支　報　告　書

※政務活動費返還額は、返還金額を記載したものであり、収支差額ではない場合があります。
（注）期間は、改選後の27年５月から28年３月までの11カ月間です。
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決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
空
き
家
等
実
態
調
査
結
果

報
告
に
つ
い
て
な
ど
５
件
の
報
告
を

受
け
ま
し
た
。

　
　

７
月
11
日

　

議
会
独
自
の
行
政
評
価
に
つ
い
て
、

対
象
施
策
の
選
定
を
行
い
ま
し
た
。

　
　

７
月
22
日
・
25
日

　

議
会
独
自
の
行
政
評
価
に
つ
い
て
、

対
象
施
策
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
ま

し
た
。

　

総
務
委
員
会

　
　

６
月
定
例
会

　

10
日
に
、
正
副
委
員
長
の
互
選
を

行
い
ま
し
た
。

　

21
日
に
、
デ
ジ
タ
ル
固
定
系
防
災

行
政
無
線
整
備
工
事
請
負
契
約
締
結

議
案
な
ど
10
件
の
議
案
の
審
査
を
行

い
、
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
、
指
定
管
理
者
審
査
委
員
会
条
例

の
一
部
改
正
議
案
、
税
条
例
等
の
一

部
改
正
議
案
、
新
庁
舎
建
設
に
係
る

工
事
請
負
契
約
締
結
議
案
は
賛
成
多

数
で
、
そ
の
他
の
議
案
は
い
ず
れ
も

全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
０
１
１
総
合
計
画
の
見

直
し
に
つ
い
て
な
ど
４
件
の
報
告
を

受
け
ま
し
た
。

　
　

７
月
15
日

　

と
さ
で
ん
交
通
株
式
会
社
「
第
６

回
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
会
議
」
に
つ
い
て

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
独
自
の
行
政
評
価
に

つ
い
て
、
対
象
施
策
の
選
定
を
行
い

ま
し
た
。

　
　

７
月
25
日

　

議
会
独
自
の
行
政
評
価
に
つ
い
て
、

対
象
施
策
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
ま

し
た
。

特
別
委
員
会

南
海
地
震
等
災
害
対
策
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
委
員
会

　
　

５
月
23
日

　

女
性
の
視
点
を
防
災
対
策
に
い
か

す
た
め
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
委
員
会

経
済
文
教
委
員
会

　
　

６
月
定
例
会

　

10
日
に
、
正
副
委
員
長
の
互
選
を

行
い
ま
し
た
。

　

21
日
に
、
第
二
期
中
心
市
街
地
活

性
化
基
本
計
画
策
定
検
討
委
員
会
条

例
制
定
議
案
な
ど
６
件
の
議
案
の
審

査
を
行
い
、
い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で

可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
度
学
校
給
食
調

理
業
務
民
間
委
託
実
施
予
定
校
に
つ

い
て
な
ど
８
件
の
報
告
を
受
け
ま
し

た
。

　
　

７
月
11
日

　

桂
浜
公
園
整
備
基
本
計
画
（
案
）

に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
独
自
の
行
政
評
価
に

つ
い
て
、
対
象
施
策
の
選
定
を
行
い

ま
し
た
。

　
　

７
月
25
日
・
27
日

　

議
会
独
自
の
行
政
評
価
に
つ
い
て
、

対
象
施
策
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
ま

し
た
。

　

厚
生
委
員
会
　

　
　

５
月
23
日

　

地
域
福
祉
活
動
推
進
計
画
の
中
間

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
　

６
月
定
例
会

　

10
日
に
、
正
副
委
員
長
の
互
選
を

行
い
ま
し
た
。

　

21
日
に
、
大
津
保
育
園
改
築
工
事

請
負
契
約
締
結
議
案
な
ど
10
件
の
議

案
と
陳
情
１
件
の
審
査
を
行
い
ま
し

た
。
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
改
正
議
案
な
ど
３
件
は
賛
成
多

数
で
、
そ
の
他
の
議
案
は
い
ず
れ
も

全
員
賛
成
で
可
決
し
、
陳
情
１
件
の

結
果
を
出
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
児
童
虐
待
死
亡
事
例
検
証

報
告
書
提
言
に
基
づ
く
再
発
防
止
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
な
ど
２
件
の
報

告
を
受
け
ま
し
た
。

　
　

７
月
11
日

　

議
会
独
自
の
行
政
評
価
に
つ
い
て
、

対
象
施
策
の
選
定
を
行
い
ま
し
た
。

建
設
環
境
委
員
会

　
　

６
月
定
例
会

　

10
日
に
、
正
副
委
員
長
の
互
選
を

行
い
ま
し
た
。

　

21
日
に
、
平
成
28
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
な
ど
５
件
の
議
案
の
審
査

を
行
い
、
い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で
可

５
月
1
日
か
ら

７
月
31
日
ま
で

委
員
会
の
活
動

の
報
告
な
ど
２
件
に
つ
い
て
報
告
を

受
け
ま
し
た
。

都
市
再
生
調
査
特
別
委
員
会

　
　

５
月
10
日

　

官
民
連
携
基
盤
整
備
調
査
結
果
の

報
告
に
つ
い
て
な
ど
２
件
の
報
告
を

受
け
ま
し
た
。

　
　

６
月
１
日

　

第
６
回
中
央
地
域
公
共
交
通
改
善

協
議
会
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し

た
。

行
財
政
改
革
・
新
庁
舎
整
備
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
委
員
会

　
　

５
月
17
日

　

議
会
独
自
の
行
政
評
価
に
つ
い
て

協
議
を
行
い
ま
し
た
。

編

集

後

記

　

６
月
議
会
は
、
執
行
部
の
体
制

も
議
会
の
体
制
も
新
た
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
部

局
や
役
職
に
つ
く
と
、
見
え
る
景

色
も
責
任
も
異
な
っ
て
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
梅
雨
の
晴
れ
間
の
よ

う
な
議
論
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を

望
み
ま
す
。
お
手
元
に
届
く
の
は

残
暑
厳
し
い
頃
だ
と
思
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
も
お
体
に
は
ご
留

意
さ
れ
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

よ
さ
こ
い
の

　

鳴
子
の
響
き
残
り
つ
つ

　
　

９
月
議
会
の
準
備
せ
わ
し
き

　
　
　
　

（
議
会
広
報
委
員
会
）

※	

可
決
し
た
意
見
書
は
、
国
等
関
係
機
関

　
へ
提
出
し
ま
し
た
。

（要旨）

意
　
見
　
書

６
月
定
例
会
に

提
出
し
た

全
員
賛
成
で
可
決
し
た
意
見
書

⑴
防
災
・
減
災
対
策
に
対
す
る

　
　
　
　

財
政
支
援
の
継
続
等
を

　
　
　
　
　
　
　
　

求
め
る
意
見
書

⑵
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
に
対
す
る

　
　

支
援
の
充
実
に
関
す
る
意
見
書

⑶
次
期
介
護
保
険
制
度
改
正
に

　
　

お
け
る
福
祉
用
具
、
住
宅
改
修

　
　
　

の
見
直
し
に
関
す
る
意
見
書

賛
成
多
数
で
可
決
し
た
意
見
書

⑷
衆
参
両
議
院
の
選
挙
制
度
改
革
に

お
い
て
合
区
の
解
消
及
び
抜
本
的
な

　
　
　
　

見
直
し
を
求
め
る
意
見
書

⑸
食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け
て
の

　
　
　

取
り
組
み
を
進
め
る
意
見
書

⑹
非
正
規
労
働
者
の
賃
金
格
差
の

　
　
　
　
　

是
正
を
求
め
る
意
見
書

⑺
待
機
児
童
解
消
に
向
け
て

　

緊
急
的
な
対
応
を
求
め
る
意
見
書

⑻
教
職
員
定
数
改
善
を

　
　
　

図
る
た
め
の
２
０
１
７
年
度

　
　
　
　

政
府
予
算
に
係
る
意
見
書

否
決
し
た
意
見
書

⑼
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を

　
　
　
　
　
　
　
　

求
め
る
意
見
書

⑽
タ
ッ
ク
ス
ヘ
イ
ブ
ン

　
　

対
策
等
の
強
化
で
税
収
確
保
と

　
　

税
の
公
平
性
を
求
め
る
意
見
書

⑾
日
米
地
位
協
定
を
抜
本
的
に

　
　

見
直
す
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

⑿
川
内
原
発
の
運
転
停
止
、

　
　

伊
方
原
発
の
再
稼
働
中
止
を

　
　
　
　
　
　
　
　

求
め
る
意
見
書



第　202　号 平成28年９月１日　　高知市議会だより ⑧

氏　　名 住　　　所 電　　　話 会　　派自　宅 連　絡　先
議　　長 竹　村　邦　夫 朝倉丁694番地１ 844－3023 090－8970－3092 新 風 ク ラ ブ

常任委員会 氏　　名 住　　　所 電　　　話 会　　派自　宅 連　絡　先

総

務

委

員

会

委 員 長 川　村　貞　夫 鏡吉原1109番地 896－2451 090－1003－2473 新 こ う ち 未 来

副委員長 寺　内　憲　資 竹島町84番地８ 832－8002 090－4902－0347 公 明 党

委　　員 深　瀬　裕　彦 春野町森山312番地 894－3022 市 民 ク ラ ブ

〃 細　木　　　良 介良乙3668番地11 879－1836 090－8972－1478 日 本 共 産 党

〃 は　た　　　愛 中久万294番地18 ウィルモアＮ102号 090－1172－1599 824－4123 日 本 共 産 党

〃 田　鍋　　　剛 介良乙3257番地16 860－4060 市 民 ク ラ ブ

〃 吉　永　哲　也 塚ノ原111番地８ 843－1161 新 風 ク ラ ブ

〃 浜　口　卓　也 介良乙1006番地６ アムールＦ102 855－5872 新 こ う ち 未 来

〃 平　田　文　彦 種崎676番地３ 847－0012 新 風 ク ラ ブ

建

設

環

境

委

員

会

委 員 長 西　森　美　和 宇津野10番地５ 825－4012 公 明 党

副委員長 竹　内　千賀子 潮見台３丁目804番地 860－6678 828－4800 市 民 ク ラ ブ

委　　員 下　本　文　雄 塚ノ原108番地65 840－2191 日 本 共 産 党

〃 近　藤　　　強 新本町２丁目17番16号 824－5501 市 民 ク ラ ブ

〃 大久保　尊　司 横内152番地23 843－5672 公 明 党

〃 和　田　勝　美 土佐山梶谷632番地 895－2517 新 風 ク ラ ブ

〃 戸　田　二　郎 南久万72番地４ 875－3619 823－5050 新 こ う ち 未 来

〃 水　口　晴　雄 中水道５番34号 873－1812 新 風 ク ラ ブ

厚

生

委

員

会

委 員 長 迫　　　哲　郎 玉水町６番地 サーパス通町２番館606 872－5571 090－7789－9798 日 本 共 産 党

副委員長 清　水　おさむ 北本町4丁目4番14－306号 ｱﾙﾌｧｽﾃｲﾂ北本町弐番館 090－5273－4949 新 風 ク ラ ブ

委　　員 浜　口　佳寿子 高見町382番地２ 831－6109 824－4123 日 本 共 産 党

〃 岡　﨑　邦　子 加賀野井２丁目６番３号 823－4552 市 民 ク ラ ブ

〃 長　尾　和　明 十津４丁目16番５号 847－4263 市 民 ク ラ ブ

〃 氏　原　嗣　志 春野町弘岡中2236番地 894－2737 新 こ う ち 未 来

〃 伊　藤　弘　幸 大津乙334番地６ 866－5443 公 明 党

〃 髙　木　　　妙 高埇21番13号 880－3066 公 明 党

経

済

文

教

委

員

会

委 員 長 岡　﨑　　　豊 朝倉己207番地13 840－7763 882－6411 市 民 ク ラ ブ

副委員長 下　元　博　司 横浜西町31番１号 842－7619 824－4123 日 本 共 産 党

委　　員 近　森　正　久 永国寺町１番８号 822－1093 090－7780－7131 み ど り の 会

〃 浜　田　　　拓 横浜新町４丁目1023番地 842－0033 871－1580 市 民 ク ラ ブ

〃 岡　田　泰　司 薊野西町３丁目５番20号 845－5428 824－4123 日 本 共 産 党

〃 福　島　　　明 瀬戸東町１丁目21番地10 842－0321 新 こ う ち 未 来

〃 山　根　堂　宏 神田1732番地18 832－6015 公 明 党

〃 中　澤　はま子 鴨部２丁目２番39－406号 サーパス鴨部 840－9822 　 新 風 ク ラ ブ

高　知　市　議　会　議　員　名　簿

議　長　竹　村　邦　夫
副議長　長　尾　和　明

　　　平成27年 5 月12日
就 任
　　　平成28年 6 月 9 日（ ）

（平成28．６. 10現在）


